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70 故農皐士川上瀧淘君略縛

故農率土川上瀧禰君略停

川上瀧輔君は明治四年一月廿四日を以て山形牒飽海郡松嶺町に生るO 松山

藩士川上十郎氏の二男在 b。幼時よ b議書を好み八九才の頃よ b附近の山野を

践捗し℃草木類を採集し其晴葉を作b又は其寓生を試み或は蝶蛾類を捕へて標

本を作製し以て自ら幾とせん明治十三年君齢十才の時腸窒扶斯に擢b遂に悪

性偉跡質斯に襲症し右脚の膝閣節屈曲しτ伸びぎるに至上十五年十月東京大

串病院に入院し］，＋クト JV，スグ 9ツバの治療を受t,f大手術を受くる事三問、在

院二百廿日比し℃漸く退院する事を得、病脚少しく践するも歩行に支障なさを

得るに至れb0 

明治廿一年鶴岡中皐校の開校せらる、や君直に入率し其二年級iこ編入せら

る。在校中君の植物民主まする研究の志盆令深さを加へ、熱心以て植物の採集に

従以其廿四年笈を負ふて札幌農皐校橡科に入皐されし時には己に六七百種の荘

内産植物標本を携へ来られしに見るも如何に君が孜φとして此事に常られたる

かを察知するに足らえ。強科五年、本科四年合計九ヶ年の在皐中君は皐科課程

履習の飴暇全力を植物皐の研鏡に注ぎ一日とし℃之を怠らず其結果論文としτ

表はる Lもの頗る多しO 君の植物皐上の最初の論文は「夏日放行中採集せる植

物目録」と題せるものにし℃廿五年夏期休業中渡島園踊山、臆振園長万部．静

刈等代於て採集したる植物の目録な bS、之は嘗時諜科の機関雑誌た bし「惹

林」に掲載せしものにして向同誌上にて「植物雑録」「烏海山に植物を採るの記」

等を接表せb。君が来札以来須曳も其研究を怠らず只管其完成を期せられしは

故郷荘内の植物目録にして其材料を補充せんが矯め廿七年帰省し翌廿八年よ b

三ヶ年聞に亘bて「荘内産顕花植物」なる題下に東京植物皐雑誌上に連載せられ

其種類の敢は質に千O廿ーの多きに達せb。

明治廿九年君が本科tζ進まる、や盆φ植物皐研究及び植物探般に努められ

あらゆる機曾を求めて其目的を貫徹せしめん事を期せられた b。嘗時北海道曜

に於℃高山に於げる気象観測の事あ bしかば君は請ふて其御用人夫とな b三十
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牛にはjll路閤酷阿寒山、 :Jlt二年には利尻山に各八月一ヶ月を山上に暮し職務代

服する傍ら植物を採集し叉親しく其牙布の状態を調査し！掃札後其結果を「釘，，路

閤阿寒地方採集記」及び「利尻島に於ける植物牙布の朕態Jと題じ東京植物串雑

誌上にて公にせb。而して利尻植物に閲する論文は東京植物皐曾の懸賞論文民

臆募して提出せるものにして審査の結果常選し銀牌を授輿せられしものなれ

之よ b川上瀧捕君の令名贋〈吾植物皐界に憤まれbo明治舟一年夏期休業中は

北海道聴の蝿託を受£7"千島揮捉島氏航し其森林植物の調査に従事し其結果は本

曾第七十二同月次曾（三十二年十月〉に於て講演され又「揮捉島の森林樹種及び

其分布」と題し植物皐雑誌上に掲載せられたれ街植物牙類に閲する論文にし

て川上君が畢生時代に接表したるものに「Neottia kamtschatica Spreng.サカネ

ラン」及び「メアカンフス？とアタカイフス？に就て」の二丈あb。

川上君は札幌農事校在串中は植物病理皐を専攻され卒業後も終始植物病害

に関する研究に留意し其遂行に努力せられた b0 

卒業論文とし℃は本邦農業に重大の関係ある稲の，fモチ病に就て研究せら

れ有益なる研究砂しとせず、該論文は後札幌農皐曾報に掲載され今日に至るも

稲熱病に闘する最も重要まる参考論文として一般に認めら石、ものな b。

君は明治舟三年札幌農串校を卒業せらる、や直ちに北海道聴曝託とな b本

道重要樹木の分布効用識別代闘する調査に従事し奉職僅かに一年に過ぎずと雄

も其聞に於て「北海道森林植物園説Jを出版し本道樹木研究史上代大に貢献する

蕗あbたれ該書は現今に至るも本遺産重要樹種の名構、形状、材質、効用、

分布等を知る最良の著書のーたるを失はずO 又此期間「奥尻島の森林植物」及

「北海道森林植物樹葉識別・法」在る二論文を公にすO

明治三十四年熊本牒立熊本農業畢校教識に任せられ在職二年数務の傍ら昔

時九州民於て最も人の注意を惹きたる桐樹の天狗巣病及七島蘭の鑑甲病の研究

に従事し雨者共に其病原菌は皐界未知の種類なる事を確めたれば天狗巣病菌に

は GloeosporiumKaw:akamii Miyabe，艦甲病菌には Kaw:akamiaCyperi (Miya-

be et Ideta) Miyabeの皐名を附せp此こ研究は裳華房よ b夫φ車行本として接
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行せられた bo倫此間「陸稲に寄生する頴花植物」と題すZ論文と「農皐校用植

物生理皐教科書」の著述あ !Jn ~ 。
明治舟六年十月牽穂綿督府民轄任し農事試験に閲する事務及び園語串校講

師を蝿託せられ翌舟七年一月牽鴻1徳督府技師に任じ農商課勤務を命ぜられ爾来

十有二年農事試験場技師を乗任しては植物病理部長とな bて病害研究の基を樹

て農務商工務林務の各諌に乗勤しては専ら同島有用植物の調査にカを用ゐられ

野生護諜樹の如き有盆なる接見砂しとせ子。然れども君が特に心血を者、ぎて

完成を期せられしは殖産局博物館及び牽濁植物誌な bとすO 幸氏早田博士の如

き有力君る植物皐者の協力を得たるを以℃君は専ら材料の蒐集に従事し幾度か

新高其他の諸高山峻嶺蕃地を踏破し又附属島瞬を巡歴して其植物調査を遂行し

苦心努力の結果集められたる標本中皐界未知の新積極めて多く其内君が功勢に

酬叫んが錦め其姓の種名に間・せられしもの賞に数十種に及ぺb0 

川上君の壷濁に於ける研究は多方面に亘b其趣味の康〈其造詣の深3は君

の著述によb℃知る事を得ぺLO 君の蓋詩警に於ける植物病理、串上の著述として

は「柑橘病害論」「甘廉の寄生頴花植物」「甘臆病害論」「壷濁農作物病害目録」

（鈴木カ治氏共著〉．「茶樹腫萎病」「食用黒穂菌」等あ b。又有用植物に闘し℃

は「壷潜野生護諜樹」「印度種護諜樹に就℃」「護譲樹の栽培法」「木綿樹」「牽濁有

用植物」「規那樹栽培の歴史」「壷濁農業植物誌料等あb。更に牽構産植物及其分

布に闘して怯「牽濁植物目録」の外「壷濁新高山採集紀行」「彰佳島の植物」「新高

山頂の植物」「ANew Mal us of Formosa」（小泉氏共著）「西津島ろ植物」等の著

述あ bO 明治四十四年六月官命に依℃南洋諸島及束印度に出張し巡遊十一ヶ月

炎暑を官し時に病躯を提げ、屈せず捷まず諸般の調査に従事し又無数の南洋有

用植物標本を携へ騎b克〈其使命を完ふせbo此行瓜睦島民於℃植物採集を試

み幾何もな〈新種の接見をなせるが如き君の以℃大に得意とせる虞な bさ。其

調査に係るものは南洋土産とし℃講演に著述に虞〈接表せられ「榔子の葉蔭」の

外「瓜睦観察複命書」「南洋J視察談」「博物皐上よ b見たる馬来印度放行談」「On

Some Celebes Plants」等の著あb。彼の「榔子の葉蔭」は君の揖尾の大著にし℃
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ままに君の天才が遺t蹴なく接揮せられしを見るO 車R植物事者としての観察qt止

らず事荷も壷濁の産業上に禅盆する虞あbと認めたるものは細大漏3ず綿密に

之が硯察を遂げ之を君が濁得の趣味多き彩筆を以て詳記3れたるものにして曾

て好評晴やた bし「花」と共に永〈愛護せられ世を樟盆する慮多かるべL0 

今年六月豪語華始政第二十同組念日に際し紀念事業のーとして南洋産物陳列

の議あれ君主として之が任に営b刻苦精廟能〈短日月の聞に之が整理を了し

公開するを得たbo此聞に於ける過勢は遂に君の健康を害し同月二十六日病床

に就3七月中旬漸く軽快に赴Sたるも君が主管に属する新紀念博物館の開館式

近づきたるを以て病を押して其準備に努め蒋に明日を以て開館せんとするに至

れる八月十九日積日の勢遂に殺しτ館内に卒倒し八月二十日午後六時四十分憧

需として逝けb。君か忠買にして責任を重んずる精紳は途μに君をして職務に

殉ぜしむるに至れれ此を以て特旨によ b1E五位に叙せらる君掬に死して飴柴

あbと云ムベLO 君が遺骨は君の生提と因縁誠に洩からぎる札幌に詮られ其郊

外園山令麓の高燥にして気清3慮Iζ君の母校を望みて葬られた b0 

君資性誠買、篤厚＇ 2支情に富み、親に仕へて至孝、骨肉It謹すに信敦、常に

修養ど官、らず人と交はるに好意を以てし一人の敵あbしを聞かず。公人として

は責任を重んじ職務に忠貫にして荷もせずO 皐者としては篇皐精助、其事lζ嘗

るや規圃精密、用意周到之を貫行するや耐忍不携の精神を以τすO 君が趣味亦

頗るl高〈丈藻t乙富み秀吟多LO 令閏柴子氏は快活にして淑徳の審高〈君を者Jけ

℃檎る事なく君が牽i母に於ける功誼ーは又賓R夫人lこ負よ、蕗砂しとせざるな b。

而して今や君が皐盆φ進み君が魅験愈φ深さを致し；其牽海産業界iζ貰献す

る慮盆ベト多大ならんとせし：秩突如として君の易3去に週以しは誠に痛惜t乙堪へぎ

る慮にし℃濁b君の遺族親戚知友等の矯めのみ在らず叉岡家産業の接達皐術の

進歩の上よ b見るも震に大損失すとるを失iまざるな b0 

宮部金吾識


